
資料 ３

３ 取組方針の進捗状況について

○減災に係る取組方針（ハード，ソフト）

○主な取組事例（各機関）
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水防災意識社会再構築協議会（熊毛地域）　取組状況及び今後について（令和３年２月時点）

H29.3以前 H29年度末 H30年度末 R1年度末 R2年度末
R3年度以

降

引き続き実施 ● ● ● ● ● ○

平成30年度から実施
（古川川）

● ● ● ○

避難，水防，緊急排
水等復旧に資する基
盤等の整備

・河川情報を提供する危機管理型水位計等の検討・
設置

Ｈ２９年度から実施
（熊毛地域はＨ３１から
実施予定）

鹿児島県 ● ● ● ● ● ○
Ｂ
Ｆ
Ｋ

・河川等が有効に機能するよう。寄洲除去・堤防伐
採等の推進 引き続き実施

鹿児島県 ● ● ● ● ● ○ Ｒ

・洪水時に適切な施設運用が出来るよう，河川管理
施設の長寿命化対策

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○
Ｌ
Ｒ

実施済●・実施予定年○

洪水を安全に流すた
めのハード対策

実施内容 関係機関名
施策
番号

◆
ハ
ー

ド
対
策
の
主
な
取
組
内
容

主な取組内容

・流化能力対策（河道掘削，護岸整備等）
　　　　（甲女川，湊川，古川川）

項目番号
課題番号

Ｒ
Ｆ

施設の確実な機能確
保

目標時期

鹿児島県
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水防災意識社会再構築協議会（熊毛地域）　取組状況及び今後について（令和３年２月時点）

H29.3以前 H29年度末 H30年度末 R1年度末 R2年度末
R3年度以

降

鹿児島県 ● ● ● ○

西之表市 ● ● ● ○

防災情報の確実な伝
達

平成30年度 西之表市 ● ● ● ○

整備済み 中種子町 ● ● ● ● ● ○

平成31年度 南種子町 ● ● ● ● ● ○

整備済み 屋久島町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 南種子町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 屋久島町 ● ● ● ● ● ○

エリアメールによる周知・広報 引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ● ○ Ａ

プッシュ型スマートフォン用アプリの整備（西之表市
アプリで検索）

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ○ Ａ

Ｌアラートによるメディアを介した情報発信及び河川
砂防システムによる情報発信

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○ Ａ

平成31年度から実施 鹿児島県 ● ● ○

平成31年度から実施 西之表市 ● ○

平成31年度から実施 中種子町 ● ○

平成31年度から実施 南種子町 ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ● ○

視覚的にわかりやす
い情報発信

水位計や河川カメラ等によるきめ細やかな河川情報
の提供

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○ Ｅ

地域住民の確実な避難を行うための浸水実績等の
整理・公表

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ○ Ｈ

平成31年度から実施 西之表市 ○

平成31年度から実施 南種子町 ● ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ○

新たな水位周知河川の検討及び指定 平成30年度から実施 鹿児島県 - - ● ● ● ○ B,H,K

平成31年度から実施 西之表市 ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ● ○

平成31年度から実施 南種子町 ● ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ● ● ○

施策
番号

実施内容 主な取組内容 目標時期 関係機関名

◆
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
内
容
①

水害リスク等を踏まえたホットライン（出水時におけ
る河川管理者からの情報提供等）の構築を行い，鹿
児島地方気象台の発表する予測を含めた雨量情報
の提供を行う。
 （甲女川）

Ｂ

G

浸水区域等のリスク
情報の周知

円滑かつ迅速な避難
のための取組

平成30年度から実施

実施済●・実施予定年○
項目番号
課題番号

防災行政無線個別受信機の普及 Ａ

確実な避難を促すため，避難勧告の発令に着目した
タイムラインの作成

Ｄ
適切なタイミングでの
情報発信

消防団による周知・公報 Ａ

要配慮者利用施設等避難訓練の促進 Ｐ

浸水範囲内にある避難所及び避難路の見直し検討
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水防災意識社会再構築協議会（熊毛地域）　取組状況及び今後について（令和３年２月時点）

H29.3以前 H29年度末 H30年度末 R1年度末 R2年度末
R3年度以

降

鹿児島県 ● ● ● ○

西之表市 ● ● ● ○

中種子町 ● ● ○

南種子町 ● ● ● ○

屋久島町 ● ● ● ○

鹿児島気象台 ● ● ● ○

鹿児島県 ● ● ● ○

西之表市 ● ● ● ○

中種子町 ● ● ○

南種子町 ● ● ○

屋久島町 ● ● ● ○

鹿児島気象台 ● ● ● ○

平成30年度から実施 西之表市 ● ● ● ○

平成31年度から実施 中種子町 ● ● ○

平成31年度から実施 南種子町 ● ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ● ● ○

地域住民が安全に避難出来るよう，地区防災計画
の推進・支援

平成30年度から実施 西之表市 ● ● ● ○

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

平成30年度から実施 西之表市 ● ● ○

平成31年度から実施 中種子町 ● ○

平成31年度から実施 南種子町 ● ○

平成30年度から実施 屋久島町 ● ● ○

平成30年度から実施 鹿児島気象台 ● ● ● ○

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ○

平成31年度から実施 南種子町 ● ○

平成30年度から実施 屋久島町 ● ● ● ○

平成30年度から実施 鹿児島気象台 ● ● ● ○

実施済●・実施予定年○
施策
番号

実施内容 主な取組内容 目標時期 関係機関名

水防意識再構築のための啓発活動の実施

自主防災組織支援，水防災教育等の講師・アドバイ
ザー育成・支援

自主防災組織等へ
の支援

災害時に迅速な避難が出来るよう，地域の防災リー
ダー育成や自主防災組織の育成・強化・支援

地域住民が安全に避難出来るよう，マイハザード
マップ検討・作成の支援

◆
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
内
容
②

教育機関等と連携した水防災学習・教育の実施

引き続き実施

引き続き実施水防災を意識する社
会の醸成のための支

援
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水防災意識社会再構築協議会（熊毛地域）　取組状況及び今後について（令和３年２月時点）

H29.3以前 H29年度末 H30年度末 R1年度末 R2年度末
R3年度以

降

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ○

平成30年度から実施 南種子町 ● ● ● ○

平成30年度から実施 屋久島町 ● ● ● ○

平成30年度から実施 鹿児島気象台 ● ● ● ○

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

平成30年度から実施 西之表市 ● ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ○

平成30年度から実施 南種子町 ● ● ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ● ○

平成30年度から実施 鹿児島気象台 ● ● ● ○

平成30年度から実施 西之表市 ● ● ○

引き続き実施 南種子町 ● ● ● ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ● ● ○

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 南種子町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 屋久島町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 南種子町 ● ● ● ● ● ○

平成31年度から実施 屋久島町 ● ○

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 西之表市 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 中種子町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 南種子町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 屋久島町 ● ● ● ● ● ○

引き続き実施 鹿児島県 ● ● ● ● ● ○

平成30年度から実施 西之表市 ● ● ● ○

平成31年度から実施 中種子町 ● ○

引き続き実施 南種子町 ● ● ● ● ● ○

平成30年度から実施 屋久島町 ● ● ● ● ● ○

施策
番号

実施内容 主な取組内容 目標時期

◆
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組
内
容
③

防災技術力向上と各構成機関の連携強化を目的と
した防災訓練や勉強会の実施

関係機関及び地域住
民と実施する訓練等

確実な水防活動への
支援

災害時に迅速な避難誘導が出来るよう，各構成機関
と自主防災組織等が連携した要配慮者等の避難訓
練の実施

適切な水防団（消防団）人員の確保

Ｉ
Ｎ

Ｌ

Ｏ
Ｑ

Ｃ
Ｍ

要配慮者利用施設等避難訓練の促進 Ｐ

適切な水防活動を行うため，保有水防資機材の定期
的な点検確認と情報提供

地元建設業等と連携した水防活動の実施 Ｍ

堤防の変状等河川巡視結果の情報共有の推進

Ｍ

項目番号
課題番号

実施済●・実施予定年○

関係機関名
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・土砂災害警戒区域内における要配慮者利用施設（市町村の地域防災計画に位置づけられた施設）は，避難

確保計画作成及び避難訓練の実施が義務付けられている。

・令和３年１月９日に，南種子町の島間小学校において，砂防読本の出前講座と併せて，土石流を想定した

避難訓練を実施した。

土砂災害に係る防災教育及び防災訓練の実施事例（南種子町島間小）

土砂災害に係る防災教育及び避難訓練の実施

出前講座（模型実験）の状況

避難訓練の状況

令和２年度 減災に係る取組方針 代表取組事例（鹿児島地方気象台）

地域の防災力向上を目指し、自治体との連携をさらに強化する取り組みの一環とし
て、市町村における防災気象情報を効果的に活用いただくことを目的に、令和2年11
月6日「気象防災研修会」を開催した。

〇研修Ⅱ：気象防災ワークショップ風水害編
大雨による土砂災害・洪水災害が発生するおそれが
ある状況において、気象台などから提供される様々
な情報を参照しながら、各個人で体制の強化や避難
勧告等の発令のタイミングについて検討する。

○研修Ⅰ：防災気象情報の利活用について
気象庁が段階的に発表する防災気象情報、
今年度の大雨事例および気象予測精度つい
て説明した。
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南 種 子 町 防 災 点 検

◇ 消防組合及び消防団と合同での防災点検を実施
◇ 町道・河川・ため池等の点検の実施
【訓練の概要】

１．開催日時：令和２年５月２２日（金）
９時～１２時

２．開催機関：行政、消防組合、消防団、警察
３．訓練参加者：１８人
４．主な内容

・町内１０カ所を選定し、各現場において主管課担当より状況を説明

準用河川東馬渡川での点検状況 （茎永地区）

屋
久

島
町

内
小

学
校

に
お

け
る

防
災

教
育

へ
の

リ
モ

ー
ト

参
加

に
つ

い
て

 
 

 
日

 
時

 
：

 
①

令
和

２
年

10
月

 １
日

（
木

）
 

 
 

 
 

 
 

 
②

令
和

２
年

10
月

12
日

（
月

）
 

  
内

 
容

 
：

 
①

防
災

に
つ

い
て

子
ど

も
た

ち
か

ら
、

町
防

災
担

当
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
 

 
 

 
 

 
 

②
子

ど
も

た
ち

が
考

え
る

防
災

バ
ッ

グ
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

 
 

 町
内

小
学

校
の

防
災

に
関

す
る

授
業

に
町

防
災

担
当

２
名

が
参

加
し

ま
し

た
。

 
内

容
は

上
記

の
と

お
り

で
、２

日
間

に
わ

け
て

行
わ

れ
ま

し
た

。 
今

回
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

と
し

て
対

面
で

は
な

く
、

Zo
om

で
の

リ
モ

ー
ト

参
加

と
な

り
ま

し
た

。
 

 ←
 

写
真

は
授

業
の

様
子

 
 

   授
業

の
直

近
に

は
特

別
警

報
級

の
勢

力
と

な
っ

た
台

風
10

号
が

接
近

し
た

こ
と

も
あ

り
、子

ど
も

た
ち

か
ら

積
極

的
な

質
問

が
寄

せ
ら

れ
ま

し
た
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質

問
は

別
紙

の
と

お
り

で
す

。）
 

ま
た

、
子

ど
も

た
ち

は
今

回
授

業
で

聞
い

た
こ

と
を

家
族

に
伝

え
、次

に
台

風
が

来
た

と
き

ど
う

す
る

か
を

話
し

合
っ

た
と

の
こ

と
で

し
た

。
 

写
真

は
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

様
子

 
→

 

 

 災
害

発
生

の
危

険
性

が
高

ま
り

、
避

難
が

必
要

に
な

っ
た

と
き

に
持

っ
て

い
く

防
災

バ
ッ

グ
に

つ
い

て
、

子
ど

も
た

ち
な

り
に

持
ち

物
を

考
え

、
必

要
だ

と
考

え
る

理
由

に
つ

い
て

意
見

を
聞

き
ま

し
た

。
 

そ
の

後
、

防
災

担
当

よ
り

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

、
持

っ
て

い
こ

う
と

し
て

い
た

も
の

が
本

当
に

必
要

か
考

え
て

い
ま

し
た

。
 

←
 

写
真

は
子

供
た

ち
が

マ
イ

バ
ッ

グ
を

発
表

し
て

い
る

様
子
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国土交通省HPより抜粋
７

要配慮者利用施設に係る連携強化及び土砂法改正について
自治体向けパンフレット
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